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E メールニュース「みやぎの九条」 NO.302 

2019 年 7 月 15 日発行／みやぎ憲法九条の会 

Home Page http://miyagi9jou.sakura.ne.jp/ 

 

「3000 万人署名」九条の会連絡会の集約は 37,142 筆 

2019 年 7 月 12 日現在  宮城県内 9条の会連絡会 

  7 月 12 日現在、前回報告より 36 筆増加し

37,142 筆になりました。なお、九条の会以外の

団体では 182,156 筆の到達であり、合計で

219,298 筆になっています。3000 万筆めざして

がんばりましょう。 

 みやぎ憲法 9条の会では着払いハガキ付きチ

ラシを 5万枚作成しました。これまで、9条の

会チラシの届いていない地域を中心に広く全戸

配付しましょう。 

 すでに各九条の会にサンプルをお送りしてお

りますので、必要枚数の申請をみやぎ憲法九条

の会事務局にご連絡ください。 

 申請に合わせてお送りいたします。 

 

 

7 月の「19 日行動」 

 19 日行動は 2015 年 9月 19 日に 9条に違反する「安保法制強行採決」したことを忘れず、

「安保法制廃棄」を求めて毎月行っている運動です。 

●仙台市の 19 日行動 

7 月 19 日（金）12:00～13:00 行動を中止。 

●石巻市の 19 日行動  

7 月 19 日（金）15:00～16:00 場所：石巻工業高校前・蛇田交差点 
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●涌谷町の 19 日行動 

 7 月 19 日（金）13:00～13:30 場所：涌谷公民館前交差点 

（終了後、公民館で「憲法 Café」を開催しますが、土日に当たる場合は第 3月曜日） 

●小牛田の 19 日行動（こごた九条の会） 

 7 月 19 日（金）13：00～13：30 場所：国道 108 号山の神神社前交差点 

●気仙沼市の 19 日行動 

 7 月 19 日（金）16：00～17:00  場所：ホーマック前 

 

宮城県内九条の会連絡会の街頭宣伝は毎週火曜日 

場所：仙台市中央通東二番丁 平和ビル前。 

時間：12 時から 13 時まで。7月は 23 日、30 日。(7 月 16 日は休みます。8月は休みます。) 

 

8 月 3 日は澤地久枝さんの提唱「アベ政治を許さない！」Ｄａｙ！！ 

・  午後 1時キッカリに「アベ政治を許さない！」ポスターを掲げましょう。 

・  各九条の会のあるその地域、地域でポスターを掲げましょう。 

●名取市     ヤマザワ前道路交差点 

●涌谷町     涌谷公民館前交差点 

●宮城野区    坂下交差点  

 

 【これからの県内催事情報】 

学習＆映画 

水道事業が「民営化」されたら私たちのくらしはどうなる？ 

 公共施設などの運営権を民間に委託する「コンセッション方式」の導入を自治体の水道

事業でも促進する改正水道法が成立しました。宮城県は導入するための準備を着々と進め

ています。「コンセッション方式とは？」どのようなもの？私たち住民のためのもの？ 
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日時：７月１８日（木）１０：００～１２：００（開場９：３０） 

  ◆映画「最後の一滴まで－ヨーロッパの隠された水戦争」上映 10:00～11:00 

  ◆学習講演   １１：００～１２:００ 

講師：内田聖子さん(NPO 法人アジア太平洋資料センター共同代表) 

会場：フォレスト仙台２階 第一フォレストホール(仙台市青葉区柏木１-２-４５) 

主催：消費者行政の充実強化をすすめる懇談会みやぎ 

申込・問合せ： 

事務局(加藤) TEL022-276-5162 FAX022-276-5160(宮城県生活協同組合連合会内) 

 

戦争を語り継ぐ上映会（７月） 

「 第五福竜丸 」 

 １９５４年３月、焼津港を出た漁船第五福竜丸は、魚を求めてビキニ環礁のあたりにいた。

３月１日の午前３時４２分、２３人の乗組員は夜明け前の暗やみの中に白黄色の大きな火

の柱が天に向ってたちのぼるのを目撃する。６、７分の後、大爆音があたりをゆるがせて

響き、やがて一同の頭上に真白な灰が降りそそいだ。３日後、灰のついた部分の皮膚が黒

色に変り、身体に変調が生じたのに気づくが‥‥。 

監督：新藤兼人、出演：宇野重吉、音羽信子、小沢栄太郎ほか。（1959 年製作、１０７分。 

日時：７月１８日（木）１３：００～１５：００（参加費：無料）  

会場：泉病院友の会ホール（泉区長命ヶ丘２－１－１）  

主催：泉病院友の会平和の委員会  

問合せ先：泉病院友の会３７８－３８８３  

 

吉野作造記念館 2019 年度前期企画展 

「民衆とともに生きる」－吉野作造・布施達治と復興の精神 

 近代日本の問題に向き合い続けた吉野作造と布施達治。東日本大震災の中、手書きの新

聞で情報を届け続けた「石巻日日新聞」。大正時代から現代へ、「民衆とともに」生きる

宮城人の系譜をたどる。 

期間：7月 14 日（日）～9月 22 日（日） 
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開館時間：９：００～１７：００（入館受付は１６：３０まで） 

休館日：毎週月曜日＊ただし祝祭日や振替休日の場合は翌日が休館日 

入館料：一般５００円、高校生３００円、小・中学生２００円 

記念講演「東日本大震災を伝える～未来への教訓～」 

日時：７月２８日（木）１４：００～ 

講師：平井美智子さん(石巻日日新聞) 

定員：８０人（要予約） 

主催：吉野作造記念館 大崎市古川福沼１丁目 2番 3号 0229－23－71004 

 

みやぎ憲法 9条の会学習会 

「アベノミクスの超金融緩和とは何だったのか」 

 今、日本のアベノミクスが問題になっています。超低金利と

超金融緩和で物価を 2%押しあげデフレ脱却を目指しました。

それから 6 年が経ち、日本経済はどのようになっているのでし

ょうか？川端望先生（東北大学大学院経済学研究科教授）にお

話しいただきます。 

 こぞってご参加ください。 

講師：川端望さん（東北大学大学院経済学研究科教授） 

 日程：7月 25 日（木）17 時～18 時 30 分（16 時 30 分開場） 

 会場：フォレスト仙台 5階 みやぎ生協メンバー集会室（501 室） 

 入場：無料。どなたでも入場できます。 

申し込み：資料の準備のため、7月 23 日までに下記へお申し込みください。 

      ➡ 事務局 電話 022-728-8812 FAX022-341-5882 

 Mail：info@9jou.jp 

戦争を語り継ぐ上映会（８月） 

「 ヒロシマ 世界を変えたあの日 」 
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 「原爆投下は戦争終結のための必要悪だった」。欧米の学校では、そのように教えられて

きた。が、本当にそうだろうか？ 疑問に感じた英国のディレクターが原爆投下の背景を

検証する番組を企画した。英国側の取材と撮影に加え、ＮＨＫ広島放送局の全面的な協力、

ＮＨＫの過去の取材情報や映像資料を提供する形の国際共同制作を行うことで番組作りが

実現した。 

被爆者、開発当事者ら“当時”を知る人々の証言と映像をもとに、米国、日本、広島…３

者の視点から物語る。（２０１５年放送、９８分） 

◇日時：８月２日（金）１３：００～１５：００（参加費：無料）  

◇会場：泉病院友の会ホール（泉区長命ヶ丘２－１－１）  

◇主催：泉病院友の会平和の委員会  

◇問合せ先：泉病院友の会３７８－３８８３  

 

鶴ヶ谷地域九条の会 

「山本慈昭 望郷の鐘 満蒙開拓団の落日」上映会 

 満蒙開拓団とは、1931 年に起きた満州事変から 1945 年の日本の太平洋戦争敗戦時に至

るまで、いわゆる旧「満州国」（中国東北部）・内モンゴル地区に、国策として送り込ま

れた入植者（満蒙開拓移民）約 27 万人のことをいう。長野県下伊那郡会地村にある長岳寺

の住職で国民学校の先生も兼任する山本慈昭は、村長から説得され、1年間だけという約

束で教え子たちを引率して満州へと渡る。しかしその 3カ月後にソ連軍が侵攻を開始し、

敗戦もわからないまま、女子供を抱えてシベリア国境近く北哈の町より逃げるが、列車も

なく、橋は逃走する関東軍によって破壊されていた。慈昭はシベリアへ連行されてしまう。 

改めてこの戦争の意味を考えてみませんか？ 

日時：８月３日（土）１３：３０～１５：３０ 

会場： 鶴ヶ谷市民センター第 1会議室 

入場料：無料 

主催：鶴ヶ谷地域九条の会 

問合せ：事務局(篠原) 携帯 090-8780-8091 
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宮城県内九条の会連絡会総会 

記念講演の講師は渡辺 治さん 

 7 月の参議院選挙の結果を受けて宮城県内九条の会連絡会の総会が予定されています。

講師はです。 

日時：９月１４日（土）１３：００～ 

会場：東京エレクトロンホール(旧県民会館)会議室６０１ 

講師：渡辺 治さん(九条の会事務局、一橋大学名誉教授) 

入場：無料 

主催：宮城県内九条の会連絡会 

問合せ：みやぎ憲法九条の会事務局 TEL：022-728-8812 

    宮城県内 9条の会連絡会  携帯：080-8206-3511 

 

図書紹介 

「星をかすめる風」(2018 年 12 月刊、論創社、本体２２００円) 

韓国の国民的詩人ユン・ドンジュは、１９４２年日本に留学、

同志社大学在学中に治安維持法違反で福岡刑務所に投獄、１９４

５年獄死した。 

 その最後に至る日々を描いた小説が、韓国のベストセラー作家、

イ・ジョンミョンによって 2012 年「星をかすめる風」として出

版された。韓国外でも評判となり、１１カ国で翻訳されている。

２０１７年にはイタリアの半世紀以上も歴史ある文学賞「バンカ

レッラ賞」を受賞している。その「星をかすめる風」が日本でも

論創社から出版された。訳者は仙台市在住の鴨良子さん。 

物語は、囚人たちに激しく暴力をふるい監視する杉山という看

守と囚人たちの手紙代筆するユン。ユンの書いた手紙を検閲する杉山の心が揺れていく。

ユンは暗鬱な時代でも言葉の力が社会を変えていくことを信ずる。作者はそこに深く共感

し、ときにはシューベルトやヴェルデイの音楽を織り交ぜながら物語を綴ってゆく。珠玉

の一冊である。 


